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沖縄県地域医療構想の進捗について

令和６年６月13日 
沖縄県保健医療介護部　医療政策課



１

地域医療構想について

中長期的な人口構造や地域の医療ニーズ
の質・量の変化を見据え、医療機能の分
化・連携を進め、良質かつ適切な医療を
効率的に提供できる体制を確保する。

目 的

๏ 都道府県において2025年の医療需要と「病床の
必要量」について医療機能（高度急性期・急性
期。・回復期・慢性期）ごとに推計

１．病床の必要量の推計

๏ 医療機関より、現在の病床機能と今後の方向性等
を「病床機能報告」により報告。

2．病床機能報告

๏ 地域医療構想調整会議において、病床の機能分
化・連携に向けた協議を実施。

３．協議

๏ 地域医療介護総合確保基金を活用し、医療機関の
機能分化・連携を支援。

４．基金の活用
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２

地域医療構想において示された病床の必要量（県）

【出典】沖縄県地域医療構想（巻末資料）
Okinawa Prefectural Government  Medical Policy Division/2024

将来（2025年）における必要病床数と 
現在（2015年）の病床数等との比較



３

● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 1,601 4,425 3,646 3,894 13,566

病床機能報告 2015（H27) 1,758 6,258 1,498 3,747 618 13,579

病床機能報告 2020（R2) 1,158 5,971 1,957 3,870 110 13,066

病床機能報告 2021（R3) 1,166 6,052 2,033 3,737 110 13,098

病床機能報告 2022（R4) 1,148 6,322 2,322 3,537 75 13,404

病床機能報告 2023（R5) 1,164 6,326 2,466 3,786 180 13,922

病床数の必要量 2025（R7) 1,831 5,428 4,674 3,348 15,282

沖縄県における病床機能報告（病床機能分化の状況）

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較
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2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

8.4％
急性期 

45.4％
回復期 

17.7％

慢性期 

27.2％

高度急性期 

12.0％
急性期 

35.5％
回復期 

30.6％
慢性期 

21.9％

休棟等 
1.3％

※回復期機能（サブアキュート・ポストアキュート・リハビリ機能） 
　1,498床（2015年）→2,466床（2023年）：968床増加 
　　10.8％（2015年）→  17.7％（2023年）：6.9％増加 

一定程度増えており、地域医療構想の取組は進んでいると考えられる
が、目標とする必要病床数には到達していない状況。　 
　



４

地域医療構想において示された病床の必要量（中部圏域）
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【出典】沖縄県地域医療構想（巻末資料）

将来（2025年）における必要病床数と 
現在（2015年）の病床数等との比較
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● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 483 1,318 1,285 1,294 4,380

病床機能報告 2015（H27) 373 1,790 703 1,233 130 4,229

病床機能報告 2020（R2) 136 1,879 855 1,249 4,119

病床機能報告 2021（R3) 215 1,916 784 1,185 4,100

病床機能報告 2022（R4) 184 1,900 890 1,046 0 4,020

病床機能報告 2023（R5) 211 1,880 974 1,210 22 4,297

病床数の必要量 2025（R7) 561 1,639 1,691 1,101 4,992

中部圏域における病床機能報告（病床機能分化の状況）

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較

2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

4.9％
急性期 

43.8％
回復期 

22.7％
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慢性期 

28.2％

高度急性期 

11.2％
急性期 

32.8％
回復期 

33.9％
慢性期 

22.1％

※回復期機能（サブアキュート・ポストアキュート・リハビリ機能） 
　　703床（2015年）→974床（2023年）：271床増加 
　　 16.6％（2015年）→  22.7％（2022年）：6.1％増加 

一定程度増えており、地域医療構想の取組は進んでいると考えられるが、
目標とする必要病床数（割合）には到達していない状況。　 
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６

中部圏域における病床機能報告の結果等
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๏　必要数には足りていないものの、回復期へのシフトは段階的に進展 
๏　一方で、急性期機能の割合も若干増えている。 
　 ‐ポストアキュート、サブアキュート的な病棟が急性期の区分となっている 
　  ケースがある。 
　 ‐本県においては定量的基準を設けていないことから、医療機関において 
　  報告内容にバラつきがあると推察される。　

๏　特例病床により病床整備は行ってきたものの、休棟している病床もみられ、 
　2025年の必要病床数に足りていない状況。 
　　‐スタッフ確保面の理由で休止している病床もあると推察される。
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（現）地域医療構想における病床機能報告の課題
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「第３回新たな地域医療構想検討会議」 
　資料６（玉川構成員（福島県）提出）より抜粋

๏「調整会議では病床数について 必要量との単純比較ではなく、 地域医療構想をどう進めるか の観点で議論を推進」

「第３回新たな地域医療構想検討会議」資料６（岩井構成員（東京都）提出）より



８

地域医療構想における中部圏域の課題
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中長期的な人口構造や地域の医療ニーズ
の質・量の変化を見据え、医療機能の分
化・連携を進め、良質かつ適切な医療を
効率的に提供できる体制を確保する。

目 的
課題１

医療機能の分化・連携 
ができているか

課題２

「必要とされる機能」 
の病床整備ができているか



９

課題１：医療機能の分化・連携ができているか
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第１章　DPCデータ分析（急性期） 
　沖縄県内のDPC対象病院のうち救急病院となっている下記の病院（20病院）のDPCデータを対象として、令和４（2022）年
４月１日以降に入院し令和５（2023）年３月31日までに退院した患者データを分析した。 
　一般病床を対象とし、ICU・HCU病床等は対象外、また、小児・周産期の患者データや労災・自賠責等は含まれない。 
「DPC入院期間Ⅱを超えててかつ重症度、医療・看護必要度が判定されない患者」を回復期相当であると定義し、そのうち主に
65歳以上の患者に関して疾患別で分析を行った。 
　　

๏　１日当たり回復期相当延べ患者数 
๏　回復期相当患者数の疾患別内訳 
　　（延べ患者数上位５疾患）

沖縄県における回復期機能の必要量等に関する調査結果報告書 
（令和４（２０２２）年度分）


